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   平素よりお世話になっております。NPO法⼈人アクションの⼭山本です。  
   ２０１8年６⽉月より新学年が始まり、奨学⽣生はそれぞれ新学年での学校⽣生活を
スタートさせました。今年度は９名の奨学⽣生に対して⽀支援を実施しています。  
   早速ですが、それぞれのこども達の様⼦子を下記のとおりご報告させていただ
きます。  
  
①Balanquit,  Reymon  P.（１０年⽣生）  
   １０年⽣生になったレイモンは、学校では⾮非常に真⾯面⽬目に授業を受けていると
の報告を先⽣生から受けています。宿題や課題も⾮非常に良くこなし、しっかりと提
出ができているとのことです。真⾯面⽬目な授業態度が成績にも影響を与え、前期の
成績では⾮非常に良い成績を修めることができました。しかしながら、レイモンは
内気な性格のため、授業への参加に対して消極的な部分もあるとのことです。  
   ⻘青空教室等のアクティビティにおいても、内気な性格が影響し、積極的にリー
ダーシップを取り、アクティビティを指揮していくということに関してはまだ
不⼗十分な点もあります。また、⼤大きな声を出してみんなを引っ張っていくことに
関しても課題はあります。けれども、⼩小さい年齢のこども達に優しく話しかけ、
教える等、エデュケーターの⼀一員として頑張ってくれています。  
   レイモンが⻘青空教室等のアクティビティを通して、⼈人前で⼤大きな声を出すこ
とができるようになったり、参加者を積極的に引っ張っていったりと成⻑⾧長し、そ
の成⻑⾧長を学校での積極的な授業参加等、様々な場での活躍につなげて欲しいと
期待をしています。  
  
②Bautista,  QM  D.（１０年⽣生）  
   １０年⽣生になったキューエムは、いつも明るく元気で、みんなを盛り上げてく
れるムードメーカー的な存在です。とても責任感が強く、学校や⻘青空教室への出
席率も⾮非常に⾼高いです。また、時間に対してもきっちりとしており、集合時間に
はいつも遅れずにやって来るという真⾯面⽬目な性格であります。学校での授業で
は数学が得意科⽬目で、授業にも積極的に参加をしていると先⽣生から聞いており
ます。時々、⻘青空教室の打ち合わせ等の真⾯面⽬目な場⾯面で、ふざけたりしてしまう



ということもありますが、周りのムードを楽しくさせるため、いつも⼀一⽣生懸命に
頑張ってくれています。また、アクティビティに必要な荷物を運ぶ等、当会スタ
ッフのお⼿手伝いを進んでしてくれます。週末には家計を助けるために、マーケッ
トで荷物を運ぶアルバイトをしており、他⼈人思いの⾮非常に優しい性格です。  
   今後、真⾯面⽬目な場⾯面とそうでない場⾯面とをしっかりと区別し、減り張りをつけ
た⾏行動を取ることができるようになれば、他のこども達にとってより良い⾒見本
となることができると思います。とても素直な性格の⼦子であるので、当会の担当
スタッフとともに、今後のキューエムの成⻑⾧長を応援していければと思っていま
す。  
  
③Caranzo,  Cristy  B.（１０年⽣生）  
   １０年⽣生になったクリスティは、穏やかでおとなしい性格の⼦子です。授業態度
は真⾯面⽬目で、授業にもしっかりと参加しているとのことですが、グループワーク
の時等は、恥ずかしがり屋という性格もあり、積極的に意⾒見や発⾔言ができないと
いう課題もあるそうです。ただし、時間にはきちんとしており、遅刻もなく、ま
た提出物も期限内にしっかりと提出ができているとのことです。授業態度は成
績にも反映しており、新しい学年となった今年も⾼高い成績を維持することがで
きています。勉強以外では、詩を書くのが好きで、⾃自分で詩を書いたりもしてい
るそうです。また、⽇日本からボランティアが来た際には、積極的に⾃自分から話し
かけ、知っている⽇日本語を使ったり、⾊色々と質問をしたり、好奇⼼心旺盛な⼀一⾯面も
もっています。クリスティが⼈人⾒見知りと恥ずかしがり屋な性格を少しずつ克服
し、グループ内でも、積極的に⾃自分の意⾒見や提案を⾔言えることができるようにな
ることを今後期待しています。  
   現在のクリスティの家庭状況は、両親が失業中であり、クリスティのお姉さん
の仕事の収⼊入でやりくりをしているとのことです。クリスティの両親も新しい
仕事を探しており、1⽇日でも早く、クリスティが勉強に打ち込むことができる環
境になるように努めているとのことです。  
  
④Domingo,  Precious  Jane  C.（１２年⽣生）  
   プレシャスは⾼高校後期課程最終学年である１２年⽣生となりました。責任感が
⾮非常に強いプレシャスは、ストリートエデュケーションにおいて、アクティビテ
ィ全体を統括して進めていく中⼼心的存在として頑張ってくれています。何事に



対しても真⾯面⽬目に取り組み、アクティビティにはほぼ⽋欠席なしで参加をしてく
れています。このようなプレシャスの性格は学校⽣生活においても、⾮非常に⼤大きな
成果をあげており、1学期の出席は休みが⼀一度もなく皆勤となっています。毎⽇日
休まずに学校の授業に出席しているプレシャスの姿勢は、成績の⾯面においても
⼤大きく反映しており、ほとんどの科⽬目で９０点以上という⾮非常に良い成績を今
年度の前期に修めることができました。1学期の成績と２学期の成績を⽐比較して
みても、すべての教科において成績が上がっており、プレシャスの⽇日々の勉学に
対する頑張りを⾒見ることができる成績表となっております。Practical  
Research(実践研究)の科⽬目が、本⼈人⽈曰く苦⼿手な科⽬目となっており、成績も他の科
⽬目と⽐比べると少し低いものとなっていますが、それでも８０点以上の優秀な成
績であり、また１学期の成績の８０点から、２学期の成績は８６点と⼤大幅に改善
されており、苦⼿手な教科に対しても、逃げ出さずに克服できるように取り組むこ
とができています。また、⾃自分の⽬目標を⾮非常に⾼高いところに設定し、⽬目標達成に
向けてこつこつと頑張ることができています。プレシャスの持つ真⾯面⽬目さと誠
実さは、今後彼⼥女が社会に出ていく上で⾮非常に⼤大きな強みになるのではないか
と思います。  
   また、今年度で⾼高校後期課程を修了するプレシャスは、来年度は⼤大学に進学を
し、勉強を続けていきたいと⾔言っています。また、⼤大学卒業後はソーシャルワー
カー(社会福祉⼠士)の資格を取り、ソーシャルワーカーとして社会や⼈人のためとな
るような仕事に就きたいという夢を持っています。プレシャスが⾃自分の夢を叶
えることができるように今後も応援していければと思います。  
  
⑤Labana,  Jornalyn（１２年⽣生）  
   プレシャスと同様にジョルナリンも⾼高校後期課程の最終学年である１２学年
で勉強を頑張っています。また、プレシャス、カルロータとともにメインのスト
リートエデュケーターとして頑張っています。ストリートエデュケーション実
施時には、⼩小さい⼦子どもたちがアクティビティにスムーズに参加できるように、
丁寧に教え、⼦子どもたちにより⾝身近に寄り添っている姿を⾒見ることができます。
優しいお姉さん的存在であるジョルナリンは、家庭でも弟や妹の世話を良くし
ているとのことです。  
   学校での授業も、⾼高校後期課程の授業内容は⾮非常に難しいと⾔言っていますが、
真⾯面⽬目に授業に取り組んでおり、１学期の成績では３科⽬目で９０点以上の成績



を取ることができました。卒業後の進路に関しては現在⾮非常に迷っているとの
ことで、好きな料理に関する仕事に就くか、⼤大学に進学するかの⼆二つの選択肢を
考えているとのことです。ただし、⼤大学に進学し勉強を続けていくためには、授
業料、教科書代、交通費、学校の課題のための費⽤用等のお⾦金が必要であり、ジョ
ルナリンの家庭の財政状況では、⼤大学に進学することが難しいという問題も抱
えています。本⼈人は、⼤大学に⼊入学し勉強を続け、より良い仕事に就くために頑張
りたいという気持ちと、⾃自分の家庭の経済状況を鑑み、より早く仕事に就き給料
がもらえるように⾃自⽴立したいというふたつの気持ちで迷っているとのことです。
⾼高校卒業後の進路は今後の彼⼥女の⼈人⽣生の進路を決める上で⾮非常に⼤大きな転換期
になると思います。ジョルナリンが⼀一番望む進路に進むことができるように、し
っかりと話し合いながら進路決定をし、⽀支えていければと思います。  
  
⑥Liquido,  Joven  A.（１１年⽣生）  
   今年度より⾼高校後期課程も進学し１１年⽣生となったジョベンは、以前の病気
の影響をほとんど感じることなく、元気に学校に通っています。後期課程とな
り、授業の内容も難しくなりましたが、しっかりと授業内容についていくことが
できているとのことです。恥ずかしがり屋で少し内気な性格のため、授業中に⼿手
を挙げて発表するなどの授業に対する積極的な参加においてはまだ課題がある
とのことですが、テストでの成績も良く、また授業も⾮非常に真⾯面⽬目に受けている
とのことです。  
   学校のクラスでは恥ずかしがり屋で、積極的な参加に課題があるジョベンで
すが、当会が実施したライフスキル向上のためのアクティビティでは、⾃自分の気
持ちをオープンに打ち明けるなど、恥ずかしがることなく、アクティビティに積
極的に参加している姿を⾒見ることができます。また、ストリートエデュケーショ
ンでも、恥ずかしがらずに⼤大きな声を出し、⼦子どもたちに積極的に関わっていく
等、⼦子どもたちからも⾮非常に親しみやすいお兄さんとして頑張っています。少⼈人
数の場や慣れた場では、恥ずかしがらずに積極的に⾃自分の意⾒見や気持ちを述べ
ることはできているので、学校の授業でも⾃自分の意⾒見や気持ちを⾔言うことがで
きるように、今後のジョベンの成⻑⾧長に期待をしています。  
  
⑦Velasco,  Aris（９年⽣生）  
   ９年⽣生となったアリスは多少の⽋欠席はありますが、不登校のあった昨年度と



⽐比べ、今年度は学校にしっかりと通学できています。１学期、２学期ともにテス
トにも参加しました。しかしながら、成績は及第点ギリギリのものが多く、もっ
と成績を上げる必要があると担任の先⽣生は⾔言っています。成績が低い理由とし
ては、授業内容が難しく授業についていくことができないことがあり、そのため
にテストの点数が悪いことや、宿題や課題の提出がしっかりとこなせていない
ということが成績の低さの理由となっているそうです。最終的に⼀一年間の成績
平均点数が７５点未満の⾚赤点であった場合は留年になってしまうため、当会の
フィリピン事務局担当職員とともに家庭訪問、学校訪問、個⼈人⾯面談等を⾏行いなが
ら、３学期と４学期にアリスの成績が改善できるように取り組んでいます。  
   学校外での活動では、アリスは恥ずかしがり屋な性格をしており、⼈人前でアク
ティビティを指揮するのが苦⼿手という課題は依然として残っており、⼤大勢でア
クティビティを実施することに対して苦⼿手意識を持っていることが理由で⻘青空
教室への参加率も低くなっています。しかしながら、ライフスキル向上のための
アクティビティ等、少⼈人数で⾏行うアクティビティには参加をしています。ストリ
ートエデュケーション等の⼤大勢で⾏行う活動は、アリスが成⻑⾧長していくための貴
重な機会になり得るので参加するように促しているのですが、なかなか参加で
きずにいるという状況であります。アリスが参加しやすいアクティビティに出
席することから始め、今後⻘青空教室への参加率も⾼高まることを期待しています。  
   勉強⾯面、アクティビティ参加⾯面等で課題を抱えるアリスではありますが、⼈人⼀一
倍優しく、⺟母親に代わって弟の⾯面倒をみることも多くあります。アリスがストリ
ートエデュケーションにより積極的に参加できるように引き続きアプローチを
していき、また勉学においてもアリスがより勉強を頑張れるように声掛けを⾏行
いサポートできればと考えています。  
  
⑧Chito  Nervasa（１０年⽣生）  
   昨年度、学校を休学していたチトは、今年度は無事復学を果たし、１０年⽣生と
して勉強に励んでいます。体調不良等が理由で学校を休んだり、遅刻をしてしま
ったりする⽇日もあるとのことですが、学校にはしっかりと通っているとのこと
です。しかしながら、なかなか思うように成績があがらないという課題がありま
す。１学期、２学期ともに⾚赤点付近の成績が多く、１学期の数学と２学期の英語
の成績に関しては、成績が低かったため、現在担当の先⽣生から与えられた課題を
こなしながら成績の調整を⾏行っています。本⼈人の話では、勉強を続けたい、学校



を卒業したいという思いは今でもあるのですが、授業内容が難しく、授業につい
ていけないこともあるとのことです。そのためにテストの点数が悪かったり、宿
題や課題の提出が遅れたりしてしまうそうです。最終的に⼀一年間の成績平均点
数が７５点未満の⾚赤点であった場合は留年になってしまうため、当会のフィリ
ピン事務局担当職員とともに家庭訪問、学校訪問、個⼈人⾯面談を⾏行いながら、本⼈人
が勉強に打ち込み、少しでも授業についていけるような環境を提供できるよう
に取り組んでいます。  
   学校で放課後に実施されるダンスやバレーボールのアクティビティには⾮非常
に積極的に参加をしており、また、当会の実施する⻘青空教室等のアクティビティ
にも積極的に出席しています。⻘青空教室の活動内容を考えるためのミーティン
グでは、まだ年⻑⾧長のエデュケーターに頼ってしまい、⾃自分のアイデアや意⾒見を積
極的に⾔言うことができないでいるという課題はありますが、与えられた仕事は
責任を持ってしっかりとこなしてくれています。来年からは年⻑⾧長のストリート
エデュケーターが⾼高校を卒業してしまいます。チトも現在の年⻑⾧長エデュケータ
ーの⾏行動を間近で⾒見て、しっかりと学びながら、より積極的にアクティビティを
指揮してくれる存在になることを期待しております。  
  
⑨Carlota  B.  Evangelista（１２年⽣生）  
   今年度より奨学⾦金⽀支援を再開したカルロータも、プレシャス、ジョルナリンと
同様に⾼高校後期課程の最後の年である１２年⽣生として授業を受けています。授
業態度も⾮非常に真⾯面⽬目で、成績は８０点台後半以上の成績がほとんどと⾮非常に
優秀な成績を修めています。ストリートエデュケーションでもプレシャス、ジョ
ルナリンとともに中⼼心的存在として活躍してくれています。ストリートエデュ
ケーションの活動内容を決めるミーティングでも積極的にアイデアや意⾒見を述
べ、年少エデュケーターのお⼿手本になるような⾏行動を⾒見せてくれています。ま
た、作⽂文においても、⾃自分の気持ちや意⾒見を素直に述べたとても丁寧な作⽂文を毎
回提出してくれており、カルロータの⻑⾧長所である真⾯面⽬目で誠実な性格が⾏行動に
表れています。  
   私⽣生活では、家庭内で問題（⽗父親がお酒を飲んでばかりいる）が起こり⽗父親と
の関係がうまくいかず、家に帰らずに友達の家で暮らしながら学校に通うとい
う時期があり、当会のスタッフも家庭訪問や個⼈人⾯面談を⾏行い、問題解決に向けて
調整を⾏行いました。現時点では家に戻って⽣生活をしているとのことですが、依然



として⽗父親との問題が根本的に解決できたわけではないという状況が続いてい
ます。カルロータが勉強に集中できるような環境を整えるために、家庭訪問、個
⼈人⾯面談等を⾏行いながらカルロータのサポートを⾏行っています。  
   カルロータは今年で⾼高校を卒業する予定です。来年度からの進路としては本
⼈人としては⼤大学進学を希望しているのですが、財政的な問題により進学をあき
らめ就職をしないといけない可能性もあります。本⼈人はサイコロジストになり
たいという夢を抱いており、その夢の実現のためには⼤大学に進学をする必要が
あるため、現在カルロータが進学できる状況を作れるように取り組んでいます。  
  
   今年度前期は、９名の奨学⽣生が新しい学年に進級し、それぞれ授業に励みまし
た。勉強⾯面や家庭で問題や課題を抱えている奨学⽣生もいます。そうした環境のな
かでも、こども達は勉強を続けたい、学校を卒業したいとの思いを強く持って、
⽇日々の学業に取り組んでいます。こども達がより良い精神状態と環境のもとで
勉強に励むことができるように、引き続き担当スタッフとともにサポートして
いきたいと考えています。  
   最後になりましたが、今年度もこども達に温かいご⽀支援を賜りありがとうご
ざいます。こども達がより⼀一層学業に励み成⻑⾧長できるよう、担当スタッフととも
に尽⼒力していきたいと考えています。今後とも温かい⽬目で⾒見守っていただけれ
ば幸いです。どうぞよろしくお願い申し上げます。  
  

報告者：⼭山本  浩平（フィリピン事務所現地調整員）  
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【アクティビティでの奨学⽣生の様⼦子】  

  

  
     

＊ライフスキル向上のためのアクティビティでの様⼦子＊  

＊⻘青空教室での様⼦子＊  
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